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日
本
の
言
葉
の
中
に
は
、
同
じ
発
音
の
言
葉
で
も

前
後
の
話
の
内
容
で
、
ま
る
っ
き
り
違
っ
た
感
じ
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
好
い
加
減
」
と
「
い
い

か
げ
ん
」。
文
字
で
違
い
を
書
い
て
も
、
ど
ち
ら
が

ど
う
違
う
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
会
話
を
し
て
い
る

時
の
言
葉
の
発
音
が
微
妙
に
違
う
だ
け
で
な
く
、
言

葉
に
は
二
つ
の
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
好
い
加
減
」
を
広
辞
苑
で
調
べ
て
み
た
と

こ
ろ
、
前
者
の
意
味
合
い
で
は
、「
適
当
に
、
よ
い
程

あ
い
に
、
ほ
ど
ほ
ど
に
」
と
言
う
解
説
が
あ
り
、
後

者
で
は
、「
深
く
考
え
ず
無
責
任
な
こ
と
、
条
理
を
尽

く
さ
な
い
こ
と
、
徹
底
し
な
い
こ
と
」
と
記
し
て
あ

り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
改
選
期
に
あ
た

り
ま
す
。
新
し
く
任
命
さ
れ
た
委
員
た
ち
は
、
必
ず

一
度
は
い
ろ
い
ろ
な
難
問
を
抱
え
て
ス
ラ
ン
プ
に
陥

り
ま
す
。
私
は
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
焦
ら
ず
、
優

し
く
自
信
を
持
っ
て
「
好
い
加
減
」
に
活
動
す
る
よ

う
お
話
し
し
ま
す
。

　

最
近
こ
の
言
葉
が
、
難
問
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る

委
員
の
癒
し
の
言
葉
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、「
好
い

加
減
」の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
「
好
い
加
減
」
の
意
味
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

て
、
よ
い
程
あ
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　
　
　
　
　

広
報
委
員
長　

鈴
木
立
也
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１１

“ＫＡＮＡＧＡＷＡ”

２００４ №６３０５

「子どもの笑顔に支えられ」新任保育士激励会に参加した保育士の石川智美さん（左）と栄養士の佐藤優子さん（右）は、４月から新
日本保育園（川崎市）に勤めている。乳幼児期を含めた成長をみていきたいと幼稚園教諭から転進した石川さんは、「笑いかけてく
れたり抱きついてきてくれると信頼を感じとても嬉しい。焦らずにゆったり接していきたい」。実習経験から保育園に勤めたとい
う新卒の佐藤さんは、「食の把握は大変ですが、『美味しかった』の一言でまた頑張ろうと思う」と話す。（写真・文　菊地信夫）
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「ひらく　地域福祉の新時代」のさらなる推進へ
～新 県社協活動推進計画の一部改訂～

　本会の事業指針である「新 神奈川県社会福祉協議会活動推進計画」は平成13年度

から17年度までの５カ年を計画期間として策定されていますが、計画期間の中間年

度にあたり、本会活動推進委員会（委員長：大山博法政大学教授）での検討を経て、

計画の一部が改訂されました。今回はその概要を紹介いたします。

改
訂
の
背
景

　

現
計
画
は
、
十
二
年
六
月
に
施
行
さ

れ
た
「
社
会
福
祉
法
」
に
お
け
る
、
個

人
の
尊
厳
と
自
立
の
尊
重
を
基
本
と
し

た
社
会
福
祉
の
理
念
に
そ
っ
て
、
地
域

住
民
の
主
体
的
な
参
加
と
公
私
協
働
に

よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
支
え
る

仕
組
み
を
つ
く
る「
地
域
福
祉
の
推
進
」

を
基
本
理
念
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
策
定
後
三
年

間
に
お
け
る
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
動
向

の
様
々
な
変
化
や
、
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
て
き
た
各
事
業
の
成
果
及
び
本
会
の

機
構
改
革
な
ど
を
踏
ま
え
、
現
行
事
業

や
今
後
の
取
り
組
み
課
題
を
整
理
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
後
二
年
間
の
計
画

年
度
内
で
の
取
り
組
み
を
一
層
明
確
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

改
訂
の
要
点

　

今
回
の
改
訂
で
は
こ
れ
ら
の
背
景
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
次
に
挙
げ
る
六
点

を
改
訂
の
主
な
柱
と
し
ま
し
た
。

①
「
第
十
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
か
な
が
わ
」
の
成
果
を
受

け
た
事
業
の
推
進

　

平
成
十
三
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
延
べ
十
二
万
人

を
超
え
る
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
が
、
大
会
の
成
果
を
今
後
の
事
業
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

当
事
者
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

を
生
か
し
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
支
援

の
一
層
の
充
実
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携

等
、
市
民
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

②
と
も
し
び
運
動
の
理
念
に
基
づ
く
事

業
の
推
進

　

十
四
年
度
の
譛
か
な
が
わ
と
も
し
び

財
団
と
本
会
と
の
組
織
一
体
化
に
伴
い
、

と
も
し
び
運
動
の
理
念
「
す
べ
て
の
人

が
共
に
生
き
る
仲
間
と
し
て
お
互
い
に

理
解
し
、
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
手
を

携
え
て
歩
む
こ
と
が
で
き
る
『
と
も
に

生
き
る
』
社
会
づ
く
り
」
に
基
づ
い
た
、

福
祉
の
こ
こ
ろ
や
人
権
の
尊
重
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
障
害
者
の

社
会
参
加
促
進
、
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
の
健
全
育
成
等
の
各
種
事
業
を
本
会

事
業
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
一
層

の
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

③
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

各
種
事
業
へ
の
取
り
組
み

　

譛
か
な
が
わ
と
も
し
び
財
団
と
の
組

織
一
体
化
と
併
せ
、
十
四
年
度
よ
り
設

置
さ
れ
た
「
か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発

セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
層
の

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
、
活

力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

各
種
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

④
市
町
村
社
協
へ
の
一
層
の
支
援

　

本
会
で
は
県
内
市
町
村
社
協
共
通
の

指
針
で
あ
る
「
改
定 
地
域
福
祉
プ
ラ
ン

（表１）改訂計画事業体系図

１　セルフヘルプ活動の促進
２　専門相談の充実と新たなプログラム開発
３　福祉意識の醸成と福祉教育の推進
４　情報提供・ネットワーク化の促進と活動の環境整備

ボランティア・当事者など市民
参加の促進

７　民生委員児童委員活動への支援
８　保護司活動への支援
９　福祉関連団体との協働促進

５　障害者の自立と社会参加の促進

６　高齢者の生きがい・健康づくり・仲間づくりの支援

障害者の社会参加の促進

高齢者の生きがいづくりの促進

福祉団体の地域における主体的
な活動の促進

多様な活動主体の参加促進

13　権利侵害の防止と福祉サービスの利用援助の充実
14　福祉サービス苦情解決の充実とサービスの質の向上

権利侵害への対応と福祉サービ
スの利用援助の充実

権利擁護事業の推進と生活の自立支援

15　多様な情報手段の活用
16　生活の自立支援に向けた取り組み
17　経済的自立の支援

自立した生活を支える仕組みづ
くり

10　市町村社協の地域福祉の総合的な展開支援
11　日常生活圏域活動の促進
12　市町村社協の運営基盤と事業充実に向けた支援

市町村社協の地域福祉の総合的
な展開

市町村を基盤とする地域福祉の総合的な展開

18　福祉人材（専門職等）の確保
19　育成研修の充実
20　研修研究活動の支援及び福祉図書等の提供

福祉人材の確保・育成

21　サービスの評価活動等の促進
22　施設運営の充実

福祉サービスの質の向上に向け
た取り組みの促進

福祉サービスの質の確保・向上

23　施設整備の促進
24　社会福祉法人等の経営の支援

経営基盤の強化
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」
に
基
づ
き
、
市
町
村
社
協
に
向
け

２１様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
取
り
組
み
と
併

せ
、
社
会
福
祉
法
成
立
以
降
の
社
会
福

祉
の
急
激
な
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
社

協
の
果
た
す
役
割
や
事
業
の
拡
大
、
変

化
に
対
応
し
た
社
協
の
運
営
基
盤
強
化

に
一
層
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
バ
リ
ア
フ
リ
ー
普
及
事
業
の
新
た
な

展
開

　

福
祉
用
具
・
住
宅
改
造
の
専
門
機
関

と
し
て
、
市
町
村
相
談
窓
口
担
当
者
等

関
係
者
を
対
象
と
し
た
事
業
を
、
一
般

県
民
を
対
象
と
し
た
よ
り
幅
広
い
事
業

に
拡
大
し
、
市
町
村
域
で
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
一
層
の
普
及
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
強
化
に
努
め
ま
す
。

⑥
サ
ー
ビ
ス
評
価
活
動
等
の
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
評
価
活
動

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
第
三
者
評
価

機
関
の
設
置
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
計
画
に
定
め

ら
れ
た
重
点
事
業
と
計
画
事
業
体
系
の

一
部
改
訂
を
行
い
ま
し
た（
表
１
・
２
）。

野
に
入
れ
な
が
ら
、
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
実
施

段
階
で
得
ら
れ
た
成
果
や
課
題
の
整
理

と
併
せ
て
、
幅
広
い
県
民
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。（
企
画
課
）

（表２）新　県社協活動推進計画改訂計画重点事業

　

本
年
度
及
び
次
年
度
の
二
カ
年
は
、

今
回
の
改
訂
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
が
、
十
八
年
度
に
予

定
し
て
い
る
次
期
新
計
画
の
策
定
を
視

今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
て

（１）県民参加の促進と課題別ネットワークづくりの促進
【セルフヘルプ活動への支援】
　�ボランティア・当事者団体（セルフヘルプグループ）自らの運営基盤づくりの支援
【福祉意識の醸成】
　�福祉のこころや人権を尊重するこころの育成（ともしびポスター・絵本コンテスト）
【福祉教育の推進と学習機会の充実】
　�小中学校・高校の「総合的学習の時間」に向けた福祉の理解とボランティア体験のプログラム開発
　�ボランティアコーディネーター研修の充実
【課題に応じたプログラム開発とネットワークづくりの促進】
　�思春期サポート、精神保健、災害対応、在住外国人支援、企業社会貢献活動、コミュニティビジネス等
【障害者や高齢者の社会参加の促進】
　�障害者の日記念の集いの開催
　�障害者・高齢者等へのＩＴ普及の推進
　�シニア活動交流シンポジウムの開催

（２）市町村社協活動の基盤強化・充実に向けた支援
【市町村社協における地域福祉の総合的な展開に向けた支援】
　�ふれあいのまちづくり事業の実施
　�地域福祉活動計画の策定・改定、及び進行管理への支援
【日常生活圏域を基盤とする生活支援体制の推進】
　�日常生活圏域活動実践交流集会の開催
　�日常生活圏域活動基盤の整備
　�課題別（子育て・外国籍住民等）の生活支援
【市町村社協の運営基盤及び事業の充実に向けた支援】
　�社協組織運営強化に向けた検討
　�市町村社協役職員研修の充実
　�市町村社協経営指導の充実
　�広域的な社協運営課題の支援
【本会会員・団体等の防災活動の組織化と災害時救援体制の整備】
　�施設・各種団体毎の防災体制づくりの支援
　�市町村社協災害時ネットワークの整備支援
　�全社協・関東ブロック都道府県社協との災害時ネットワーク推進

（３）権利擁護事業の推進
【権利擁護相談事業】
　�弁護士等の専門家を配置した相談事業の実施
　�権利擁護の理解促進に向けた普及啓発への取り組み
【地域福祉権利擁護事業】
　�福祉サービスの利用援助、日常的金銭管理サービス等の実施（市町村社協に一部委託）
【福祉サービスの苦情解決事業】
　�相談、助言、調査、あっせんによるサービス利用者の権利擁護と福祉サービスの質の向上
【地域福祉権利擁護事業の運営監視事業】
　�当該事業への必要な調査・助言等による適正な運営の確保

（４）福祉人材の確保と育成
【人材確保対策の充実】
　�福祉人材インターネット職業紹介システム（e-HOT）による紹介事業
　�福祉施設等就職相談会の開催
　�人事・労務管理者研修の実施
【育成研修の充実】
　�職場研修の支援に向けた研修の実施
　�職場内リーダー養成研修の実施（スーパーバイザー育成研修、職場内研修担当者研修）
　�介護支援専門員の質の向上を図る研修の実施（介護支援専門員現任研修）
【福祉人材の資質基準づくり等の開発】
　�福祉人材の資質の基準づくり
　�福祉研修受講履歴管理サポートシステムの研究
【福祉用具・住宅改造に関する研修の実施】
　�福祉用具適合ワンポイントセミナー、福祉用具・住宅改修活用セミナー、介護支援専門員等福祉用具アセスメント研修

（５）福祉サービス評価活動の促進と社会福祉法人等の経営基盤強化
【福祉サービスの自己評価活動の促進】
　�事業者による評価活動の促進に向けた相談、情報提供、研修等の支援の実施
【福祉サービスの第三者評価】
　�「福祉サービス第三者評価機関」の設置、運営
【経営相談等の充実】
　�分野別専門相談や訪問相談の充実
【経営課題に関する調査研究の促進】
　�経営者部会における経営課題、研修企画、調査研究等の検討
【経営の透明性の確保等への支援】
　�会計専門指導事業（自主監査事業）の実施
　�経営支援情報の提供
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在
宅
就
業
に
よ
る
障
害
者
の
就
業
機

会
拡
充
の
た
め
の
施
策
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
き
た
、
厚
生
労
働
省
の
「
障
害

者
の
在
宅
就
業
に
関
す
る
研
究
会
」

（
※
）が
、
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
で
は
、
通
勤
等
の
移
動
の

制
約
や
健
康
上
の
理
由
か
ら
企
業
で
の

勤
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
障
害
者
の
多
様

な
働
き
方
の
選
択
肢
が
広
が
る
よ
う
、

企
業
に
雇
用
さ
れ
る
た
め
の
支
援
策
と

在
宅
就
業
支
援
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
る
就
業
機
会
の
拡
大
や
、
在
宅

就
業
の
労
働
条
件
と
就
労
環
境
の
向
上

に
向
け
た
、
在
宅
就
業
障
害
者
と
発
注

元
事
業
主
の
双
方
に
と
っ
て
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
り
う
る
機
能
の
充
実

な
ど
を
在
宅
就
業
支
援
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
障
害
者
の
能
力
に
応
じ

た
就
業
機
会
を
確
保
し
、
自
立
を
図
る

上
で
重
要
な
方
策
と
な
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
、
今
後
の
障
害
者
の
在
宅
就
業
支
援

策
の
方
向
性
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

※http://www.m
hlw.go.jp/shingi/

２００４
/０４
/s０４０９

-５
.htm
l

障害者の在宅就業支援策の方向性

１．障害者の在宅就業への発注に対する奨励
　　障害者雇用促進法上、以下の選択肢のような仕組みを設けることが
考えられるが、どの方法が適当かは雇用支援策との関係も念頭に置き
つつ今後検討する必要。
　（１）一定額以上の外注を一人分の雇用とみなして発注元事業主の雇用

率に算定
　（２）雇用率未達成企業等が支払うべき納付金を減額したり、雇用率達

成企業等が受け取る調整金、報奨金に加算を行う方法
　（３）雇用率算定、納付金減額等とは別に何らかの経済的な奨励措置を

講じる方法

２．官公需における配慮
　　在宅就業に対する発注上の優遇措置を各地方公共団体に普及してい
く必要。国も、障害者基本計画を踏まえ、障害者の在宅就業への発注
に際しての配慮について十分な検討を行っていく必要。

３．セーフティネットとしての支援団体の整備
　　支援団体は、在宅就業を営む障害者、発注元事業主の双方にとって
のセーフティネットとして欠くことのできない存在であり、これを育
成していく必要。

４．在宅勤務の環境整備
　　障害者の在宅勤務の雇用管理に当たる者を配置するに当たっての助
成措置を手厚いものとしていくことが考えられる。また、「情報通信
機器を活用した在宅勤務の適切な導入及び実施のためのガイドライ
ン」（16年３月）の周知を図っていく必要。

５．能力開発機会の提供
　　集合研修への参加が容易でないこと等による障害者の研修機会の制
約を補うため、ＩＴを活用した在宅での技能習得を実施していく必要。

６．在宅就労コーディネーターの育成
　　請負、雇用といった就労形態にかかわらず、障害者の在宅での仕事
のコーディネートを行う人材を育成し、その配置を支援していく必要。

　

全
国
の
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
の

点
字
図
書
・
録
音
図
書
の
貸
し
出
し
な

ど
を
行
っ
て
い
る
、
貎福
 

日
本
点
字
図
書

館
と
貎福
 

日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書

が
聞
け
る「
び
ぶ
り
お
ネ
ッ
ト
」（
※
）の

配
信
を
、
本
年
四
月
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。「
び
ぶ
り
お
」（biblio

）
と
は
、
ギ

リ
シ
ャ
語
の
「biblion

」（
書
物
）
と
い

う
言
葉
か
ら
派
生
し
た
も
の
。

　

こ
れ
ま
で
録
音
図
書
の
貸
し
出
し

は
、
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
か
郵
送
で
送

っ
て
も
ら
う
方
法
が
主
だ
っ
た
た
め
、

利
用
し
に
く
か
っ
た
り
、
聞
き
た
い
録

音
図
書
が
貸
し
出
し
中
で
、
借
り
る
ま

で
に
時
間
を
要
す
る
な
ど
の
不
便
さ
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
ネ
ッ
ト
で
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
接

続
が
可
能
な
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
、

二
十
四
時
間
、
誰
で
も
手
軽
に
録
音
図

書
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
同
時
受
信
が
可
能
な
た
め
、
聞
き
た

い
図
書
を
他
の
人
が
利
用
し
て
い
る
場

合
で
も
、
待
ち
時
間
な
く
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
①
書
名
や
著
者
名
、
出
版

社
名
な
ど
、
関
連
す
る
語
句
の
文
字
を

入
力
し
て
検
索
が
可
能
、
②
全
文
を
聞

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
試
し
読
み
」
や

「
部
分
的
拾
い
読
み
」が
で
き
る
た
め
、

利
用
者
個
々
の
用
途
に
合
わ
せ
た
幅
広

い
利
用
が
可
能
、
③
図
書
選
択
の
参
考

と
な
る
よ
う
、
新
刊
案
内
や
利
用
状
況

の
ベ
ス
ト
テ
ン
情
報
の
提
供
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用

者
間
の
情
報
の
共
有
化
を
実
現
で
き
る

な
ど
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
読
書

環
境
の
充
実
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
が
整

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の
は
、
視

覚
に
障
害
の
あ
る
個
人
と
盲
学
校
や
点

字
図
書
館
な
ど
、
著
作
権
法
で
定
め
る

視
覚
障
害
者
関
係
施
設
。
利
用
に
際
し

て
は
、
再
生
ソ
フ
ト
購
入
代
、
年
間
サ

ポ
ー
ト
料
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
両
施
設
が
所
蔵
す
る
録
音
図

書
の
う
ち
、
著
作
権
者
の
許
諾
を
得
た

録
音
図
書
約
千
タ
イ
ト
ル
の
利
用
が
可

能
で
す
が
、
今
後
は
新
刊
図
書
な
ど
も

利
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

※http://www.nittento.or.jp/RO
KU

O
N
/haisin.htm
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◆北海道・東北・関東・中部
地方にお住まいの方

日本点字図書館　図書情報課
�０３－３２０９－０２４１
FAX０３－３２０９－２４３１

◆近畿・中国・四国・九州・
沖縄地方にお住まいの方

日本ライトハウス盲人情報文
化センター　読者サービス係

�０６－６４４１－００１７
FAX０６－６４４１－００３９

障
害
者
の
在
宅
就
業
に
関
す
る
研
究
報
告
公
表
さ
れ
る

録
音
図
書
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た

申し込み先
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―
痴
呆
性
高
齢
者
と
と
も
に
―

　

朝
、
顔
を
見
る
や
否
や
「
ご
飯
ち
ょ

う
だ
い
！
昨
日
か
ら
何
に
も
食
べ
て
な

い
」と
口
に
ご
飯
粒
を
つ
け
て
話
す
方
。

「
外
が
明
る
い
の
に
も
っ
た
い
な
い
」と

部
屋
中
の
電
気
を
消
そ
う
と
す
る
方
。

そ
ん
な
訴
え
に
、「
で
は
板
前
に
作
ら
せ

ま
し
ょ
う
」、「
自
家
発
電
だ
か
ら
大
丈

夫
で
す
よ
」と
声
を
か
け
る
の
が
、痴
呆

専
門
棟
で
の
私
の
仕
事
で
す
。

　

一
口
に
痴
呆
症
と
い
っ
て
も
、
脳
血

管
障
害
（
脳
卒
中
等
）
や
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
症
な
ど
脳
の
病
気
か
ら
く
る
も
の

や
加
齢
に
伴
う
物
忘
れ
、
そ
れ
ら
が
併

発
し
た
混
合
型
な
ど
、
原
因
に
よ
り
症

状
も
違
い
ま
す
。
加
え
て
、
時
代
背
景

や
人
生
経
験
、
思
い
出
な
ど
が
症
状
に

現
れ
て
く
る
こ
と
が
多
く
、
十
人
十
色

の
痴
呆
症
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
「
女
学
校
の
同
級
生
な
の
」と
突
然
他

の
利
用
者
に
紹
介
さ
れ
た
り
、
ス
ナ
ッ

ク
の
店
員
と
思
わ
れ
、「
今
日
は
マ
マ
ど

う
し
た
ん
だ
？
」と
問
わ
れ
た
り
と
、役

柄
は
多
種
多
様
。「
嘘
も
方
便
」と
言
い

ま
す
が
、
痴
呆
の
世
界
で
は
ご
本
人
は

も
ち
ろ
ん
、
私
も
若
返
っ
た
り
年
を
と

っ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に

生
き
る
登
場
人
物
を
演
じ
る
の
は
、
簡

単
な
よ
う
で
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。

　

そ
ん
な
方
々
か
ら
、
と
て
も
貴
重
な

言
葉
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
裸
足
で
歩
い
た
ら
冷
た
い
よ
」

　
「
く
し
ゃ
み
し
よ
る
け
ど
風
邪
ひ
い

た
ん
や
な
い
ね
？
」

　

車
い
す
に
座
る
の
が
や
っ
と
、
毎
晩

オ
ム
ツ
を
脱
い
で
は
大
声
を
出
し
て
い

る
方
な
の
に
。
そ
の
気
持
ち
が
嬉
し
く

て
お
礼
を
い
う
と
、「
あ
た
り
前
や
な

い
ね
」
と
当
然
の
口
ぶ
り
。
い
く
ら
自

分
が
大
変
な
状
況
で
も
、
他
人
を
思
い

や
る
こ
と
が
で
き
る
。「
も
う
生
き
と
っ

て
も
仕
方
な
い
。
何
の
役
に
も
立
た
ん

し
」
と
言
う
方
に
、「
い
つ
も
あ
な
た
の

言
葉
に
救
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と

心
の
中
で
手
を
合
わ
せ
る
毎
日
で
す
。

　

痴
呆
の
世
界
に
は
、
現
代
社
会
で
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
大
切
な
も
の
が
、
あ
た

り
前
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

（
北
九
州
在
住　

み
よ
し
て
る
み
）

　

本
県
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
の
推
進
に
向
け
て
、
昨
年
八
月

に
設
置
さ
れ
た
「
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第

三
者
評
価
あ
り
方
検
討
会
（
川
廷
宗
之

委
員
長
）」
で
は
、
こ
の
度
、
検
討
結
果

を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
第
三
者
評
価
の
基
本

的
な
考
え
方
や
神
奈
川
ら
し
い
し
く
み

づ
く
り
に
つ
い
て
触
れ
、
本
県
に
お
け

る
第
三
者
評
価
の
中
核
的
な
推
進
組
織

と
し
て
、「
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
推
進
機
構
（
仮
称
）」
の
設

置
を
提
案
し
て
い
ま
す
。推
進
機
構
は
、

第
三
者
評
価
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た

め
、
評
価
機
関
の
認
証
や
評
価
調
査
者

の
養
成
等
を
担
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
報
告
書
を
受
け
て
、
現
在
、
本
年

六
月
を
目
途
に
、
推
進
機
構
の
設
立
に

向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
設
立
式

典
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
本
報
告
書
及
び
設
立
式
典
に
関
す
る

お
問
合
せ
は
、
県
地
域
福
祉
推
進
課

�　
－

　

－

４
６
３
８
ま
で

０４５

２１０

福祉サービス第三者評価推進のしくみ 

申　込 

評　価 

評価結果の公表 

※関係者の参加による民間の 
　合議体組織 
※意見交換・合意形成を行い 
　ながら、仕組みづくり等、 
　第三者評価を推進する場と 
　して位置づける。 

評価機関の認証要件設定・認証 
評価結果に対する苦情対応 

評価結果の公表内容・公表方法の検討 
評価の普及啓発、情報提供 
評価内容・評価手法の情報交換、評価の 
あり方の検討 

共通研修カリキュラムの開発、実施 

推進機構の運営 

県「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
あ
り
方
検
討
会
」の
報
告
ま
と
ま
る
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県
社
協
の 

　

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
施
設

の
人
材
確
保
に
向
け
、
職
員
の
実
情
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
を
例
年
実
施
し
、
基
礎
資
料
と
し
て
ま
と

め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
県
内
の
民
間

福
祉
施
設
（
保
育
所
・
老
人
保
健
施
設
含
む
）
千
二

百
六
十
五
施
設
に
調
査
を
依
頼
し
、
四
五
％
に
あ
た

る
五
百
六
十
九
施
設
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

施
設
の
職
員
数
や
保
有
資
格
、
学
歴
な
ど
の
基
本

調
査
は
次
の
と
お
り
で
す
（
括
弧
内
は
前
年
数
）。

【
職
員
数
】
常
勤
職
員
数
は
平
均
二
六
・
六
人
と
ほ

ぼ
前
年
同
様
だ
っ
た
一
方
、
非
常
勤
職
員
は
六
・
八

（
四
・
〇
）
人
、
パ
ー
ト
職
員
一
〇
・
四
（
八
・
一
）

人
と
、
職
員
全
体
の
三
九
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。

【
保
有
資
格
】
延
べ
一
万
七
千
百
六
十
四
人
が
何
ら

か
の
資
格
を
有
し
て
い
る
。
最
も
多
か
っ
た
資
格

は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
。
次
い
で
保
育
士
、
介

護
福
祉
士
の
順
。

【
採
用
数
】
新
規
採
用
は
、
延
べ
三
千
六
百
六
十
七

人
で
、
一
施
設
あ
た
り
四
・
六
（
三
・
八
）
人
と
、

一
昨
年
（
十
三
年
度
）
の
四
・
七
人
に
ほ
ぼ
近
い
数

値
に
回
復
。
採
用
者
の
学
歴
は
、
短
大
・
専
門
学
校

卒
が
減
少
し
、
大
卒
が
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

【
賃
金
】
初
任
給
平
均
は
、
大
卒
で
十
七
万
三
千
三

百
八
十
四
円
、
短
大
・
専
門
学
校
卒
は
十
六
万
三
千

五
百
五
十
円（
い
ず
れ
も
本
俸
）。
増
加
に
転
じ
た
前

年
の
調
査
か
ら
一
転
し
て
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

県
内
六
割
の
施
設
が
積
極
的
に
中
高
年
を
採
用

－

十
五
年
度
「
人
材
確
保
に
関
す
る
需
要
調
査
」
か
ら－

る
。
一
方
、
パ
ー
ト
職
員
の
時
給
の
全
体
平
均
に
つ

い
て
は
、
前
年
よ
り
僅
か
な
ら
が
増
加
に
転
じ
た
。

　

昨
年
度
は
こ
の
他
、
十
四
年
度
に
お
け
る
四
十
歳

以
上
の
中
高
年
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
高
年
を
採
用
し
た
こ
と

が
あ
る
福
祉
施
設
は
全
体
の
六
四
・
九
％
で
、
採
用

理
由
に
つ
い
て
は
、「
人
物
が
優
れ
、
福
祉
に
適
正
を

得
た
人
で
あ
っ
た
た
め
」
が
四
四
・
八
％
。
次
い
で

「
福
祉
の
専
門
家
と
し
て
知
識
、経
験
が
豊
富
」、「
経

営
上
、非
常
勤
・
パ
ー
ト
の
採
用
に
あ
た
り
中
高
年
層

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
分
野
の
資
格
を
持

ち
業
務
経
験
が
な
い
中
高
年
で
あ
っ
て
も
、
一
般
常

識
・
マ
ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
、
今
日
的
な

福
祉
動
向
へ
の
理
解
が
あ
れ
ば
、
採
用
が
期
待
で
き

る
と
の
回
答
も
得
ら
ま
し
た
。

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
結
果
を
受

け
、
講
座
や
職
場
体
験
の
機
会
な
ど
を
通
じ
、
福
祉

人
材
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
福
祉
人
材
課
）

の
採
用
が
ふ

さ
わ
し
い
」、

「
福
祉
分
野

以
外
の
知
識

・
経
験
が
豊

富
」
の
順
と

な
っ
て
い
ま

す
。
採
用
結

果
に
つ
い
て

は
下
表
の
と

お
り
で
、
概

ね
良
好
な
結

果
が
得
ら
れ

て
い
る
こ
と

中高年を採用した結果（複数回答）

十分に能力を発揮してもらっている 
全体として評価できる結果となっている 
企業の知識や経験が業務上役立つ結果となっている 
福祉専門知識が十分生かされている 
職場の活性化に役立つ結果となっている 
何ともいえない 
職員の年齢構成の是正等に役立っている 
幹部職員として良い結果を得ている 
あまり良い結果が得られていない 
その他 

24.4％ 

14.7％ 

5.6％ 

47.8％ 

7.2％ 

16.4％ 

16.1％ 

42.2％ 

24.4％ 

19.2％ 

14.7％ 

5.0％ 

5.6％ 

47.8％ 

7.2％ 

16.4％ 

16.1％ 
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会会議議、、研研修修、、研研究究、、講講演演会会等等にに
県県社社会会福福祉祉会会館館のの多多目目的的ホホーールルををごご利利用用くくだだささいい!!!!

【場　　　所】〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２（横浜駅下車・徒歩１５分）
【収　　　容】①シアター形式：約６００名（内固定席３階８１席）②スクール形式：約３００名
　　　　　　　※控え室もございます（使用料別途）
【利 用 対 象】どなたでも利用できます。但し、営利目的や会館の主旨や設備維持等に適さ
　　　　　　　ない場合はお断りする場合があります。
【利 用 日 時】原則第三日曜日、年末年始、施設点検日以外の、９時～１７時まで
【利　用　料】①全日：平日７３，１００円、休日１００，４００円　②午前：平日３５，９００円、休日５０，２００円
　　　　　　　③午後：平日４４，５００円、休日６３，１００円（機材等使用料別途）
　　　　　　　※本会会員の場合減免が受けられます。また、入場料徴収の場合は別料金と
　　　　　　　なります。
【申込み方法】①利用日の３カ月前から電話又は来館にて仮予約受付開始、②利用日前週木
　　　　　　　曜日までに来館の上申込書を記入（FAX・郵送不可）

お問合せ…本会総務課　会館受付　�045－311－1421・FAX045－312－6302
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　仕事や家事もひと段落して、「何か新しいことに挑戦し
てみよう」、「忙しくてやめてしまったけど、また始めてみ
ようか」と、絵画や写真などに取り組まれる高齢者の皆さ
ん！力作・秀作を紹介してみませんか？初めての出品も
大歓迎です。ぜひご参加ください！

か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

平
成
十
五
年
度
事
業
報
告

【対　　象】県内に居住する満６０歳以上（昭和２０年４月１日以前に生ま
れた人）で、アマチュアの方

【展示期間】９月１４日（火）～１９日（日）１０時～１９時（１９日は１７時まで）
【展示会場】藤沢市民ギャラリー
【応募〆切】８月１０日（火）
【申　込　み】所定の応募票が必要となります。センターまでお問合せく

ださい（電話・FAXは上記に記載）

規　　　　　　　　　　　　格部門

①１０号～５０号。
②要額装（額縁幅は３袍以内。アクリル可、ガラス、屏風、軸装不可）

日
本
画

①油絵、アクリル画、水彩、素描、版画、パステル画
②１０号～５０号（版画は１０号未満可）
③要額装（額縁幅３袍以内。アクリル不可、ガラス可。油絵、アクリル画は、アクリルも可）

洋
画

①彫刻作品は最大高さ２００袍×幅１００袍×奥行１００袍、重量は最大２００裴
②工芸作品は、陶芸・染織・漆芸・金工・木竹工・人形・その他
③立体の工芸作品は高さ６０袍以内、平面（壁画含む）作品は５０号以内
　但し平面作品３０号以上の作品は、額縁幅３袍以内
④屏風は二曲とし、平面時サイズは高さ１４９袍×横１４０袍以内

彫
刻
・
工
芸

①漢字、かな、調和体、前衛（篆刻、刻字を含む）
②額、枠、軸装いずれも１裃以内とし、重量は５裴以内（表装仕上がり寸法）
　縦形式は一辺２１０袍横形式は一辺１８１袍以内。ガラス不可
③篆刻作品は印影のみ（３９袍×３０袍以内の額装で出品）

書

①カラー、モノクロの四つ切（ワイド四つ切可）の単写真
②作品は、壁面に展示できる状態で出品すること

写
真

◇
シ
ニ
ア
の
仲
間
づ
く
り
支
援

　

仲
間
づ
く
り
や
グ
ル
ー
プ
活
動
に
つ

い
て
の
相
談
対
応
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
シ
ニ
ア
の
グ

ル
ー
プ
活
動
調
査
を
行
い
、
活
動
事
例

集
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

◇
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
の
情
報
提
供

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本
紙
で
、
情
報
面

か
ら
高
齢
者
の
健
康
生
き
が
い
づ
く
り

を
支
援
し
た
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

◇
全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手
団
派
遣

　

十
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
に
徳
島

県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
健
康
福
祉
祭
徳

島
大
会
に
、
十
二
種
目
、
九
十
七
名
選

手
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

◇
第
二
回
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展

　

昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
三
百
三
十
六

点
の
出
品
か
ら
、
審
査
の
結
果
、
二
百

六
十
一
点
を
九
月
十
二
日
か
ら
十
四
日

ま
で
、
ア
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
か
わ
さ
き
に

展
示
し
ま
し
た
。

◇
第
十
五
回
か
な
が
わ
高
齢
者
文
化
祭

　

九
月
二
十
七
、
二
十
八
日
、
県
社
会

福
祉
会
館
ほ
か
で
開
催
。
健
康
生
き
が

い
づ
く
り
や
世
代
間
交
流
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
千
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

第3回かながわシルバー美術展

出品作品募集！
第3回かながわシルバー美術展第3回かながわシルバー美術展

出品作品募集！出品作品募集！
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図　
　

書

資　
　

料

「旅とぴあ北海道」のホームページをご紹介します
　障害の有無や年齢、性別、国籍に関係なく、誰もが安心し
て出かけられる旅の企画とツアーを実施している、北海道の
NPO法人が運営するサイト。交流ツアーのほか、個人や団体
などのツアーコーディネートも行っています。また、介助が
必要な場合は、トラベルボランティアが同行してくれるサー
ビスがあります。（旅費とは別途費用が必要となります）。 http://www.tabitopeer.org/

「自立をめざす村～一人
ひとりが輝く暮らしへの
提案～長野県栄村」
高橋彦芳・岡田知弘　著

神奈川県横浜愛泉ホーム
館長　名古屋　修

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

の在り方」を考えてみようという機運も、
広域行政を推進する国の方針と対置する
形で盛り上がっている。本書は、自治体の
方針と具体的な活動を組織し「村」として
の存在感を村民と共有している行政施策
を、村長自ら執筆している。住民自治と村
民の創意を集結することで「村の再生を

　全国の市町村が合併
問題にゆれている。一
方で、本来の「地方自治

賭ける」思いが伝わっ
てくる。村民一人ひと
りの生きがいと連動さ
せて町の再生を試みら
れることは、地域福祉
を実践してきた私にと
って、住民参加の内容
や住民による政策提言
の可能性が見えて大変
感動する一冊である。

２００２年刊
自治体研究社・１，１５５円（税込）

�

★
子
供
た
ち
か
ら
の
警

告
〜
い
ま
、
家
庭
も
社
会
も
病
ん
で
い
る

（
市
川
隆
一
郎
、
相
模
書
房
）

一
九
八
一
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
「
厚
生

福
祉
」
コ
ラ
ム
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、
子
ど
も

に
関
す
る
様
々
な
話
題
や
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
も
の
。

★
社
会
福
祉
の
ゆ
く
え
を
読
む
〜
介
護
保
険
見

直
し
・
保
育
制
度
改
革
・
支
援
費
制
度
（
伊
藤

周
平
、
大
月
書
店
）

★
改
訂
２
版
実
務
や
さ
し
い
社
会
福
祉
法
人
の

消
費
税
（
辻
・
本
郷
税
理
士
法
人
、
全
社
協
）

★
あ
な
た
が
始
め
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
〜
実
践
編

（
三
好
春
樹
、
雲
母
書
房
）

★
変
革
期
の
障
害
福
祉
を
生
き
る
〜
娘
に
育
て

ら
れ
て
（
酒
井
喜
和
、
ぶ
ど
う
社
）

★
暮
ら
し
バ
ッ
チ
リ 
主
役
は
あ
な
た
！
〜
支

援
費
を
上
手
に
使
う
（
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
）

★
新
し
い
時
代
の
社
会
福
祉
施
設
論〔
改
訂
版
〕

（
今
村
理
一
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
技
術
（
稲
葉
一

洋
、
学
文
社
）

★
平
成　

年
度
民
間
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
等

15

海
外
研
修
報
告
書
（
同
編
集
委
員
会
）

�

★
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン

の
転
換
期
に
お
け
る
課
題
整
理
〜
平
成　

年
15

度
報
告
書
（
岡
山
県
社
協
）

全
社
協
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
、
県
下
で
の

取
り
組
み
の
状
況
や
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
集
計
、
展
開
期
に
お
け
る
課
題
・
留
意
点

に
つ
い
て
ま
と
め
た
報
告
書
。

★
第　

回
社
会
福
祉
研
究
発
表
大
会
レ
ジ
ュ
メ

42

集
（
本
会
）

★
障
害
者
自
立
生
活
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
集
（
貎Ｎ
 

神
奈
川
県
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

★
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る 
介
護
保
険
苦
情

事
例
調
査
報
告
書
（
譖
全
国
消
費
生
活
相
談
員

協
会
）

★
歯
（
口
腔
）
の
健
康
に
つ
い
て
〜
モ
ニ
タ
ー

結
果
報
告
書
（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

★
わ
が
国
の
身
体
障
害
児
・
者
の
現
状
〜
平
成

　

年
身
体
障
害
児
・
者
実
態
調
査
結
果
報
告
書

13（
障
害
者
福
祉
研
究
会
、
中
央
法
規
）

★
身
体
障
害
者
補
助
犬
の
栞
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト

ド
ッ
グ
育
成
普
及
委
員
会
）

★
知
的
障
害
者
施
設
に
お
け
る
苦
情
解
決
の
あ

り
方
（
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
）

★
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
計
画
推
進
委
員
会
ま
と
め

〜
同
計
画
基
本
構
想
（
城
山
学
園
）

★
連
絡
協
の
あ
ゆ
み
〜
創
立　

周
年
記
念
誌

20

（
茅
ケ
崎
市
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
）
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役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
４
月　

日
・
①
正
会
員
入
会
申
し

１９

込
み
、
②
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
、
③
本
会

介
護
福
祉
士
及
び
社
会
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
案
）、
④
任
期

満
了
に
伴
う
理
事
の
推
薦
、
⑤
任
期
満
了
に
伴

う
監
事
の
推
薦
、
⑥
任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員

の
選
任
、
⑦
任
期
満
了
に
伴
う
各
種
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】
貎福
 

東
の
会
、
貎福
 

子
の
神
福
祉

会
、
貎福
 

悠
々
倶
楽
部
、
貎福
 

小
田
原
支
援
セ
ン
タ

ー【
施
設
部
会
】
ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
た
け
、
ひ
よ
こ

第
２
保
育
園
、し
ゃ
ん
ぐ
り
ら
ベ
ビ
ー
ホ
ー
ム
、

し
ゃ
ん
ぐ
り
ら
、
富
士
見
プ
ラ
ザ
、
こ
ど
も
の

い
え
も
も
保
育
園
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
悠
ト
ピ

ア
、
小
田
原
ア
シ
ス
ト
、
オ
ラ
ン
ジ
ェ

譛
日
揮
社
会
福
祉
財
団
社
会
福
祉
助
成

◇
対
象
＝
県
内
の
①
障
害
者
又
は
高
齢
者
の
当

事
者
・
法
人
団
体
、
地
域
作
業
所
・
授
産
施
設
、

②
障
害
者
又
は
高
齢
者
福
祉
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
組
織
等

◇
助
成
金
額
＝
機
器
設
備
・
購
入
費
、
事
業
活

動
費　

万
円
限
度
、
事
業
運
営
経
費　

万
円
限

３０

１０

度

◇
〆
切
り
＝
５
月　

日
豺
必
着

３１

◇
問
合
せ
＝
譛
日
揮
社
会
福
祉
財
団

�　

－

　

－

３
３
９
１

０４５

７１４

　
　

－

　

－

３
４
０
４

FAX
０４５

７１４

譛
光
之
村 
研
究
・
研
修
費
助
成

◇
対
象
＝
県
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
障
害
福

祉
、
高
齢
福
祉
の
直
接
処
遇
職
員
又
は
そ
れ
に

継
続
的
に
関
わ
る
者
で
、
年
間
５
回
以
上
の
定

期
的
な
会
合
、
集
会
を
も
っ
て
、
自
主
的
な
研

究
・
研
修
活
動
を
行
う
非
営
利
の
グ
ル
ー
プ（
団

体
業
務
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、

単
一
の
講
演
会
、
活
動
全
体
へ
の
助
成
、
所
属

団
体
か
ら
の
助
成
が
可
能
な
も
の
は
対
象
外
）

◇
助
成
金
額
＝
１
グ
ル
ー
プ
５
万
円
限
度
（
物

品
購
入
は
不
可
）

◇
〆
切
り
＝
６
月　

日
貉
必
着

３０

◇
問
合
せ
＝
譛
光
之
村

�
・　

０
４
６
７－
　

－
４
６
２
８

FAX

８２

障
害
者
雇
用
支
援
月
間
ポ
ス
タ
ー
原
画
募
集

◇
主
旨
＝
９
月
１
日
〜　

日
ま
で
の
障
害
者
雇

３０

用
支
援
月
間
の
啓
発
と
理
解
促
進
に
向
け
た
絵

画
・
写
真
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
募
集

◇
応
募
作
品
＝
①
絵
画
、
②
写
真 
※
応
募
様
式

・
応
募
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

◇
テ
ー
マ
＝
①
働
く
こ
と
、
ま
た
は
仕
事
に
関

係
の
あ
る
内
容
の
も
の
、
②
障
害
者
の
仕
事
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
障
害
者
が
働
い
て
い
る
姿

を
撮
影
し
た
も
の

◇
応
募
資
格
＝
①
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
又

は
絵
画
を
描
く
こ
と
を
職
業
と
し
て
い
な
い
障

害
者
、
②
写
真
撮
影
を
職
業
と
し
て
い
な
い
方

（
健
常
者
を
含
む
）

◇
〆
切
り
＝
６
月　

日
貉
当
日
消
印
有
効

２３

◇
問
合
せ
＝
貎独
 

高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構

企
画
啓
発
部
啓
発
課

�　

－

５
４
０
０－

１
６
２
７

０３

　
　

－

５
４
０
０－

１
６
３
５

FAX
０３

ア
ク
テ
ィ
ブ
ひ
ゅ
ー
ま
ん
ラ
イ
フ
２
０
０
４

◇
内
容
＝「
福
祉
を
支
え
る
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
、

あ
な
た
が
選
ぶ
く
ら
し
・
い
き
か
た
」
を
テ
ー

マ
に
、
福
祉
業
界
関
係
者
を
対
象
と
し
た
企
業

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
出
展
や
、
福
祉
分
野
を
中

心
と
し
た
最
新
技
術
の
紹
介
等
（
入
場
無
料
）

◇
会
期
＝
７
月
１
貅
〜
３
日
貍　

時
〜　

時

１０

１７

◇
会
場
＝
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
、
ア

ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

◇
問
合
せ
＝
同
組
織
委
員
会
事
務
局

�　

－

　

－

２
１
５
８

０４５

２２１

　
　

－

　

－

２
１
３
６

FAX
０４５

２２１

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
田
中
良
平
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志
【
交
通
遺

児
援
護
基
金
】
▽
神
奈
川
県
自
動
車
整
備
振
興
会
南
・
港
南
支
部

【
と
も
し
び
基
金
】
▽
恩
賜
財
団
済
生
会
若
草
病
院
▽
日
本
信
販

㈱
横
浜
支
店
、
横
浜
南
支
店
▽
い
ず
み
会
連
合
会
▽
県
立
小
田
原

城
内
高
等
学
校
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
相
模
大
野
店
▽
㈱

フ
ジ
フ
ー
ド
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
べ
ご
渋
沢
店
▽
タ
チ
バ
ナ
ボ
ウ
ル

▽
矢
島
章
稔
▽
沼
倉
清
治　
　
　
（
計
一
、
四
二
六
、
一
三
六
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
村
経
営
労
務
総
合
事
務
所
▽
神
奈
川
県
定
年
問

題
研
究
会
▽
横
浜
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険
適
用
課
適
用
係
▽

横
浜
ユ
ー
ア
イ
協
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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前
回
は
、
地
域
社
会
に
潜
む
新
た
な
福
祉
問
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
そ
の
背
景
や
問

題
点
を
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
二
回
は
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
新
た
な
福
祉
課
題
に
取
り
組
む
方
々
を
ご
紹

介
し
な
が
ら
、
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
回
目
の

今
回
は
、
最
近
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
児
童
虐
待
」
に
つ
い
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
ど
も
虐
待
ネ
グ
レ
ク
ト
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
、
Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
）
の
理
事
長

で
内
科
医
の
山
田
不
二
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

豊
か
な
生
命
を
ど
う
育
ん
で
い
く
か　
①

つ
な
が
り
を
も
と
め
て

つ
な
が
り
を
も
と
め
て　
貎2
 

児
童
虐
待
を
め
ぐ
る
動
向

　

平
成
十
四
年
度
、
本
県
の
児
童
相
談

所
で
受
付
け
た
虐
待
相
談
は
千
七
百
四

十
六
件
（
県
所
管
八
百
六
十
二
件
、
横

浜
市
五
百
五
十
件
、
川
崎
市
三
百
三
十

四
件
）。
そ
の
多
く
は
、
身
体
的
虐
待

や
ネ
グ
レ
ク
ト（
注
）で
、
つ
い
で
心
理

的
虐
待
、
性
的
虐
待
の
順
と
な
っ
て
お

り
、
緊
急
対
応
を
要
す
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
児
童
虐
待
で

す
が
、
こ
の
要
因
の
一
つ
に
は
、
十
二

年
度
の
「
児
童
虐
待
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
（
本
年
四
月
に
改
正
法

が
成
立
）
が
あ
り
ま
す
。
児
童
虐
待
の

防
止
や
発
見
時
の
通
告
義
務
な
ど
が
定

め
ら
れ
た
こ
の
法
律
に
よ
り
、
児
童
虐

待
は
大
き
な
社
会
問
題
と
認
識
さ
れ
、

都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
で
は
児
童

相
談
所
の
体
制
整
備
や
里
親
制
度
の
充

実
、
地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
の
拡

充
、
市
町
村
に
お
け
る
児
童
虐
待
防
止

に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、

発
生
予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、

適
切
な
保
護
と
自
立
に
向
け
た
対
策
が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
間
の
力
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
足

　

Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
は
、
児
童
虐
待
や
ネ
グ
レ

ク
ト
の
防
止
・
対
応
の
促
進
・
普
及
の

ほ
か
、
民
間
及
び
公
的
機
関
の
専
門
職

の
連
携
を
深
め
、
児
童
の
人
権
擁
護
、

健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
伊
勢
原
市
・
秦
野
市
を
中
心
に
活

動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

　
「
平
成
九
年
に
秦
野
市
内
で
、
母
親

が
生
後
間
も
な
い
子
ど
も
を
溺
死
さ
せ

て
し
ま
う
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
都
道
府
県
と

市
町
村
が
分
業
で
実
施
し
て
い
た
乳
幼

児
健
診
を
、
市
町
村
が
全
面
的
に
担
う

こ
と
と
な
っ
た
矢
先
の
出
来
事
だ
っ
た

だ
け
に
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

担
当
の
保
健
師
が
二
度
と
再
発
さ
せ
て

は
い
け
な
い
と
、
翌
十
年
の
四
月
に
私

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
相
談
に
こ
ら
れ
た
の
で
す
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
、
私
自
身
も
学
校
医
の
仕
事

や
乳
幼
児
健
診
な
ど
を
通
し
、
障
害
を

持
っ
た
お
子
さ
ん
た
ち
の
支
援
に
お
い

て
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
教
育
と
が

お
互
い
の
壁
を
越
え
て
協
力
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
、
関
係
機
関

が
連
携
す
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
る
こ
と
が
急
務
だ
と
感
じ
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
児
童
虐
待
防

止
に
向
け
、地
域
の
保
健
所
や
児
童
相

談
所
、
病
院
、
児
童
福
祉
関
係
者
が
集

ま
る
検
討
会
を
開
催
し
た
の
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
が
発
足
。
十
三

年
に
は
、
県
内
初
の
児
童
虐
待
防
止
を

目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
認
証
を
受

け
ま
し
た
」
山
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

な
ぜ
虐
待
は
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
か

　

Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
で
は
、
伊
勢
原
市
と
協
働

で
電
話
相
談
「
虐
待
防
止
か
な
が
わ
」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
月
・
水
・

金
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時
。

八
人
の
電
話
相
談
員
が
交
代
で
相
談
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
約
八
〜
九
割
は
母
親
か
ら
で
、
悪

い
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
つ
い
イ
ラ
イ

ラ
し
て
あ
た
っ
て
し
ま
う
、
叩
い
た
り

い
じ
め
て
し
ま
う
、
か
わ
い
い
と
思
え

な
い
な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｍ

Ｐ
Ｎ
で
は
、
電
話
相
談
の
全
て
の
事
例

に
つ
い
て
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
、
電

話
相
談
員
全
員
で
個
別
支
援
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
緊
急
性
や
重

要
度
が
高
く
、
通
告
を
視
野
に
入
れ
た

対
応
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

児
童
虐
待
は
経
済
的
問
題
や
親
の
心
理

的
問
題
、
育
児
状
況
な
ど
、
家
庭
や
親

自
身
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
人
の
勤
勉
さ
も
要
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
社
会
進
出
で
自
己
実
現
を
果

た
し
た
女
性
が
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て

を
通
じ
て
自
己
実
現
を
果
た
そ
う
と
育

児
に
専
念
す
る
一
方
で
、
思
い
通
り
に

い
か
な
い
と
悩
み
、
客
観
的
に
自
分
の

子
育
て
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態

に
陥
っ
た
末
、
虐
待
に
至
っ
て
し
ま
う

本県内児童相談所における虐待受付件数推移
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク 139

　ＡＢＳ２１は、青葉区及びその周辺地域で、
障害の有無を問わず安心して暮らせる街づく
りを進めようと、青葉区社協との共催で、障
害のある人やシニアスタッフ２０名がアクセシ
ビリティに配慮したホームページ（※１）の運営・
管理・制作に取り組んでいます。
　２０００年秋から制作を始めた「あおばバリア
フリーマップ」（※２）は、車いすやＴ字杖、白杖
のスタッフが街を歩いて、コツコツと取材し
た情報を掲載しています。バリアフリーとい
うと車いす利用者の情報と捉えられがちです
が、実際歩いてみると杖の人には不都合な所
もあり、説明文を充実することにしました。
多目的トイレも視覚障害の人には配慮されて
いません。洗浄方法を例にとると、レバーや
紐、床のボタン、センサー、自動洗浄など。
さらに、設置位置に規則性がないため使い勝
手が悪く、高齢者や子どもにも不便です。
　青葉区は地形的にバリアが多く、解消は難
しいため、人の心のバリアフリーを広めよう
ということになりました。知らないからふれ
あえない、だからお互いを知る機会を作ろう。
相手を理解すれば共感でき、何かしてあげら
れる。「ハードがだめでもハートがあれば何と
かなりそう！」マップ制作を通して、街の人々
とのコミュニケーションも増えてきました。
　活動を通して、障害のある人たちが目的を
持って社会に働きかけ、障害経験が地域社会
に役立つことを知り、生きがいにつながり、
趣味の世界や自治会活動などに広がってきま
した。今年、「青葉台地区福祉のまちづくり
重点推進地区準備会」が発足し、街の人々と一
緒に福祉の目で見るまち歩きを予定。すでに
取材協力店舗が名乗り上げてくれています。
　誰もが障害を持つことになる超高齢社会を
控え、ノーマライゼーションを遂行していく
ためのキーワードは、「心のバリアフリー」な
のではないでしょうか。
（※１）http://www.ran.sakura.ne.jp/̃abs21/index.html
（※２）青葉区社協で頒布中（３００円）。�０４５－９７２－８８３６

街に「心のバリアフリー」を
広めよう

　青葉バリアフリーサポート２１（ＡＢＳ２１）代表
　横浜市市民活動支援センター運営協議会委員
　三竹眞知子

こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

児
童
虐
待
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

　

そ
う
問
題
点
を
指
摘
す
る
山
田
さ
ん
。

最
後
に
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、
あ

る
い
は
解
決
に
向
け
、
最
も
大
切
な
事

柄
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

①
児
童
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
、
子
ど

も
の
福
祉
（
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）
だ
け
で

は
な
く
、「
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
（
生
命
・
健
康
・
健
全
な
成
長
発

達
・
福
祉
・
教
育
・
人
権
等
の
総
体
）

を
最
優
先
に
す
る
」
と
い
う
基
本
原
理

を
共
有
す
る
こ
と

②
相
談
機
関
等
が
子
育
て
中
の
家
庭
に

支
援
を
行
う
場
合
、
子
ど
も
よ
り
声
の

大
き
い
親
の
意
見
を
優
先
し
が
ち
に
な

る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
声
の
小
さ

い
者
、
立
場
の
弱
い
者
を
軽
視
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
、
親
の
自

己
正
当
化
を
鵜
呑
み
に
し
た
り
、
親
の

方
に
同
情
し
た
り
し
て
、
子
ど
も
が
受

け
て
い
る
被
害
を
否
認
す
る
こ
と
と
な

る
。
援
助
者
は
、
児
童
虐
待
に
対
す
る

「
否
認
」
を
克
服
す
る
こ
と

③
児
童
虐
待
は
、
単
独
の
機
関
や
職
種

だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き

な
い
。
医
療
や
福
祉
、
教
育
、
警
察
、

司
法
な
ど
の
関
係
者
が
密
接
に
協
力

し
、
隙
間
の
な
い
支
援
体
制
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
を
作
っ
て
い
く
こ
と

④
虐
待
を
き
ち
ん
と
診
断
す
る
た
め
の

診
断
学
の
確
立
。
専
門
性
の
あ
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

児童虐待に関する相談窓口（本県内）
�名　　　　　　　　称

０４６３－９０－２２６０子ども虐待ネグレクト防止ネットワーク虐待相談かながわ１

０４６６－８４－１６１６子ども人権ホットライン２

０４２７－４２－４６９８子どもの人権擁護ネットワーク３

０４２７－７８－８４３８北里大学CAPS４

０４５－７１１－２３５１県立子ども医療センター５

０１２０－８０５－２４０よこはま子ども虐待ホットライン６

０４４－７３８－０９５０川崎市児童虐待防止センター７

０１２０－８１３－８８７川崎市人権オンブズパーソン子どもの人権侵害８

０４６６－８４－１６００神奈川県中央児童相談所９

０４６－８２８－７０５０神奈川県横須賀児童相談所１０

０４６５－３２－８０００神奈川県小田原児童相談所１１

０４２－７５０－０００２神奈川県相模原児童相談所１２

０４６－２２４－１１１１神奈川県厚木児童相談所１３

０４５－３３１－５４７１横浜市中央児童相談所１４

０４５－８３１－４７３５横浜市南部児童相談所１５

０４５－９４８－２４４１横浜市北部児童相談所１６

０４４－８７７－８１１１川崎市中央児童相談所１７

０４４－２４４－７４１１川崎市南部児童相談所１８

０４５－６５１－４４７３女性・子どものための相談電話（神奈川県警）１９

０４５－２１１－７７００子どもの人権相談（横浜弁護士会）２０

０４５－２１２－４３６５子ども人権１１０番（横浜地方法務局人権擁護課）２１

※お住まいの地域の福祉事務所や児童養護施設などでも相談を受けています
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情報やご感想をお寄せください　!
〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２「県社協企画課タイムズ係」

�０４５－３１１－１４２３　FAX０４５－３１２－６３０２　e-Mail：kikaku@jinsyakyo.or.jp

（
注
）児
童
の
成
長
発
達
に
必
要
な
世
話
や
愛
情

を
与
え
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：BCH１２０１１@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

入所更生施設（藤沢市）

岡
崎
地
区
町
内
福
祉
村　
お
か
ざ
き
鈴
の
里

�
・
�
０
４
６
３－
　

－

８
７
８
９

５８

Ｕ
Ｒ
Ｌ　//www.scn-net.ne.jp/̃oka-fkm

住
民
手
作
り
の
支
え
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
の
拠
点

岡
崎
地
区
町
内
福
祉
村　
お
か
ざ
き
鈴
の
里
（
平
塚
市
）

入所更生施設（藤沢市）

　

平
塚
市
で
は
、
地
域
住
民
が
互
い
に

支
え
あ
う
環
境
を
作
ろ
う
と
、
行
政
と

住
民
の
協
働
に
よ
る
「
町
内
福
祉
村
」

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

拠
点
整
備
や
活
動
費
の
援
助
、
情
報

提
供
な
ど
を
行
政
が
行
い
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
活
動
を
行
う
町
内
福

祉
村
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
な
ど

へ
の
支
援
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

方
々
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る

活
動
拠
点
で
す
。

　

今
回
は
そ
の
一
つ
、
平
塚
市
北
西
部

に
位
置
す
る
岡
崎
地
区
の
活
動
拠
点
、

「
岡
崎
地
区
町
内
福
祉
村　
お
か
ざ
き
鈴

の
里
」（
以
下
、
鈴
の
里
）
の
土
田
会
長

に
活
動
の
様
子
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

で
き
る
時
・
で
き
る
人
が
楽
し
く
支
え
る

　

市
内
五
番
目
の
拠
点
と
な
る
鈴
の
里

が
開
所
し
た
の
は
、本
年
二
月
の
こ
と
。

　
「
市
が
主
催
の
地
域
福
祉
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
開
所
に
向
け
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
準
備
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
公
募
に
は
、
地

域
か
ら
七
十
名
も
の
応
募
が
あ
り
、
六

カ
月
間
に
五
十
回
以
上
も
の
話
し
合
い

が
も
た
れ
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
足
り

な
い
も
の
や
必
要
な
も
の
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の
活
動
拠

点
を
ど
ん
な
も
の
に
し
て
い
く
の
か
。

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
時
間
を

か
け
話
し
合
い
ま
し
た
」と
土
田
さ
ん
。

　

地
区
の
方
々
の
積
極
的
な
取
り
組
み

か
ら
生
ま
れ
た
鈴
の
里
。
そ
の
熱
意

は
、
地
域
の
篤
志
家
が
福
祉
村
の
主
旨

に
賛
同
し
、
建
物
を
新
た
に
建
設
し
て

く
れ
た
と
い
う
お
話
か
ら
も
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
岡
崎
地
区
は
市
内
で
も
比
較
的
広

い
地
域
で
、
約
一
万
人
、
三
千
三
百
世

帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
鈴
川
が
流
れ

て
い
る
田
園
風
景
の
広
が
る
中
に
、
新

興
住
宅
が
混
在
す
る
と
い
う
環
境
で

す
。
鈴
の
里
で
は
、
登
録
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
約
百
二
十
名
の
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
『
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
』
や
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
集
え
る
『
子
育
て
サ
ロ
ン
』
を

運
営
す
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
出
し
、
外
出
時

の
付
き
添
い
、
庭
の
手
入
れ
、
大
工
仕

事
な
ど
、
在
宅
で
の
困
り
ご
と
の
お
手

伝
い
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近

で
は
、
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
、
小
・
中
学
校
の
登
下
校
時
の
見
守

り
活
動
や
住
民
相
互
の
関
係
づ
く
り
に

役
立
て
よ
う
と
、
挨
拶
を
交
し
合
う

『
声
か
け
運
動
』
や
、
鈴
の
里
か
ら
遠

い
所
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
た
め
に
、

自
治
会
館
で
の
出
前
サ
ロ
ン
の
開
催
な

ど
、
様
々
な
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
反
面
、
本
当
に
利
用
し
て
欲
し

い
方
に
は
ま
だ
ま
だ
情
報
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
も
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
は
よ
り
積
極
的
に
住
民
に
周
知
し
な

が
ら
、
特
定
の
方
だ
け
で
な
く
、
地
域

に
住
む
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

（
企
画
課
）

「ふれあいサロン」からは近隣の方々の楽しい
笑い声が絶えることがありません
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